
（別紙３）

～ R7年　1月31日

（対象者数） 7 （回答者数）
6

～ R7年1月31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

休んでいる職員への情報の共有方法や、忙しい時期の会議の

時間をどう作るかを考える

毎朝の話し合いの中、個々が発信することを増やしていく

2
現在の物品で十分なのか、スペースが確保できているのかな

ど再度検討する

3
日々の活動やイベントを振り返り、ブラッシュアップしてい

く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 準備期間を作り、企画の立案や、実施を行う

2
職員、家族に対しての周知の仕方を再検討し、継続して行え

ることの出来る方法を見つけて実施していく

3

○事業所名 hopeステップキッズ

○保護者評価実施期間
R7年　1月　1日

○保護者評価有効回答数

R7年1月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

家族向けのイベントや企画が出来ていない
日々の児童向けのイベントや活動に力を入れて、家族向けのイ

ベント実施まで至らなかった

各種計画や、緊急時のマニュアルなどの周知が不足している
計画など随時見直しをしているが、その都度の報告が出来てい

ない

その日の活動を全員が把握する時間を作っており、情報共有の

時間も日々作っており、チームとして動くことが出来ている

業務の前後に、日々の会議や情報共有の時間を作るよう取り組

んでいる

スペースが十分に確保されており、様々な活動を同時に行った

り、必要に応じて休憩したり出来るスペースの確保が出来てい

る

勉強ならこの場所、工作ならこの場所といったように活動に応

じて場所を決めている

テントを設置し、休憩スペースを確保している

様々なプログラムを提供することが出来ている
活動について児童のやってみたいという声や、職員のやってみ

たいという声を大切にして様々イベントや活動を提供している

事業所における自己評価総括表公表


